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(2013.2.22) 

・ 孤発性アルツハイマー病 脳神経細胞に毒性物質 iPS で確認早期診断に道. 神戸新聞 朝刊 

page 3 (2013.2.22) 

・ iPS 細胞で病態再現 京大など アルツハイマー病患者から作製 神経細胞内に凝集物蓄積. 

京都新聞 朝刊 page 1 (2013.2.22) 

・ アルツハイマー病 DHA に抑制効果 京大グループ iPS 細胞で解明. 京都新聞 朝刊 page 

2 (2013.2.22) 
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(2013.2.22) 

・ ｉＰＳ細胞でアルツハイマー病患者分類 京大と長崎大.(net)日本経済新聞(2013.2.22) 

・ アルツハイマーの神経変化 iPS 細胞で再現 京大など. 日経産業 page 10 (2013.2.22) 

・ 京大 iPS 研、長崎大学、アルツハイマー病患者由来の iPS 細胞を解析、個の医療の可能性を

示す. (net) 日経バイオテク Online (2013.2.22) 

・  アルツハイマー病の病態  iPS で患者別に把握  京大など  日刊工業新聞  page 24 

(2013.2.22) 

・ 京大など、アルツハイマー病の病態をｉＰＳ で患者別に把握. (net) 日刊工業新聞 Business 

Line (2013.2.22) 

・ アルツハイマー 脳神経細胞内に毒性物質が蓄積 孤発性患者で確認. 東京新聞 page 3 

(2013.2.22) 

・ iPS 細胞使った研究でアルツハイマー病を発症する原因の一部解明. 関西テレビ (net) 

(2013.2.22) 

・ 脳神経細胞内に毒性物質 孤発性アルツハイマー. 共同通信 (net) (2013.2.22) 

・  DHA がアルツハイマー予防の可能性～京大 . Yvt 読売テレビニュース &ウェザー

(net)(2013.2.22) 



・ iPS 細胞使った研究でアルツハイマー病を発症する原因の一部解明.(net) FNN ニュース 

(2013.2.22) 

・ 患者さん由来 iPS 細胞でアルツハイマー病の病態を解明－iPS 細胞技術を用いた先制医療開

発へ道筋－. (net) 京都大学 ニュース(2013.2.22) 

・  脳 神 経 細 胞 内 に 毒 性 物 質  孤 発 性 ア ル ツ ハ イ マ ー 、 ｉ Ｐ Ｓ で 実 証 .(net) 中 国 新 聞

ONLINE(2013.2.22) 

・ Modeling Alzheimer's using induced pluripotent stem cells. (net) Stem Cells Freak 

(2013.2.22) 

・ 患者さん由来ｉＰＳ細胞でアルツハイマー病の病態を解明 ｉＰＳ細胞技術を用いた先制医療開発

へ道筋. (net) JST 共同発表(2013.2.22) 

・  日 연구팀, “iPS 세포로 알츠하이머 조기진단 가능성 기대” (net) Kyodo news 

Korean(2013.2.22) 

・ 科学技術振興機構（JST）、京都大学、他 患者さん由来 iPS 細胞でアルツハイマー病の病態を

解明－iPS 細胞技術を用いた先制医療開発へ道筋－ (net) J-Net21 (2013.2.22) 

・ 孤発性アルツハイマー iPS で実証、早期診断に 脳神経細胞内に毒性物質 京大など. 大阪

日日新聞 朝刊 page 25 (2013.2.22) 

・  iPS 細胞でアルツハイマーの病態解明 . (net) ナショナルジオグラフィック  ニュース 

(2013.2.22) 

・ 患者さん由来 iPS 細胞でアルツハイマー病の病態を解明. 長崎国際テレビ News every. 

(2013.2.22) 

・ iPS 細胞 アルツハイマー病治療に光. 長崎国際テレビ (net)(2013.2.22) 

・ 患者さん由来 iPS 細胞でアルツハイマー病の病態を解明. 長崎文化放送 スーパーJ チャンネ

ルながさき (2013.2.22) 

・ アルツハイマー新症例 iPS 細胞使い体外で再現 新治療法に期待 長崎大、京大 研究グル

ープ. 西日本新聞 朝刊 page 1 (2013.2.22) 

・ アルツハイマー新症例 長崎大、京大 研究グループ ｉＰＳ細胞使い体外で再現 新治療法に

期待. (net) 西日本新聞 (2013.2.22) 

・ DHA がアルツハイマー抑制 患者細胞で確認 京大 iPS 研究所が発表. 読売新聞 page 37 

(2013.2.22) 

・ アルツハイマーと闘う DHA もほどほどが吉. 朝日新聞(大阪) 朝刊 page 37 (2013.2.22) 

・ アルツハイマー予防効果、ＤＨＡは適度に 京大など研究.（net）朝日新聞デジタル(2013.2.22) 

・ 孤発性アルツハイマー 脳神経細胞に毒性物質 長崎大・京都大チーム iPS で実証. 長崎新

聞 朝刊 page 1 (2013.2.22) 

・ 長崎大などが iPS で実証. 長崎新聞 (net) (2013.2.22) 

・ 患者さん由来 iPS 細胞でアルツハイマー病の病態を解明. NHK テレビ全国版 (2013.2.22) 

・ アルツハイマー iPS で病態の一部解明. NHKNEWSWEB (net) (2013.2.22) 

・  Researchers discover Alzheimer's mechanism. (net) NHK WORLD Daily News 



(2013.2.22) 

・ DHA がアルツハイマー予防の可能性~京大.(net)日本テレビ系（NNN）(2013.2.22) 

・ DHA がアルツハイマー病に有効、京大ｉＰＳ研究所. (net) TBS NEWS EYE 

・ Aβ Oligomers Linked to ER Stress in Patient-Derived Neurons. Alzheimer Research 

Forum, NEWS (2013.2.22) 

・ アルツハイマー病、患者の iPS 細胞で病態解明 (net) ﾏｲﾅﾋﾞﾆｭｰｽ (2013.2.22) 

・ 第 10 回 iPS 細胞による創薬研究-iPS 細胞物語 Season 2 (net) 文部科学省 iPS 細胞等研

究ネットワーク iPS Trend (2013.2.12) 

・ Researchers Model Alzheimer's Disease using iPSCs. (net) Scicasts  Bioresearch 

(2013.2.21) 

・ DHA が ア ル ツ ハ イ マ ー 抑 制 … 京 大 ｉ Ｐ Ｓ 研 究 所 . YOMIURI ONLINE Yomi 

Dr.(net)(2013.2.21) 

・ 科学技術 さらなる地平 チャンスがあるならダメと決めつけない iPS 細胞で難病の挑む 井上

治久さん. 日本経済新聞 日刊 page33 (2013.1.1） 

・ 深層・再生医療:／４止 幹細胞、進む臨床研究. 毎日 jp (net)(2012.12.25) 

・ iPS 新薬開発に現実味 ALS 研究者「天からの糸」毎日新聞 page3 (2012.12.25) 

・ JST がメディア懇談会を開催、iPS テーマに須田年生教授、仲野徹教授、花園豊教授、井上治

久准教授が話題提供.(net)(2012.12.18) 

・ Unraveling ALS Using Patient-Specific iPS Cells. KYOTO UNIVERSITY Research 

Activities 2012 page11 (2012.12) 

・ 研 究 紹 介  A winding road to pluripotency. Nobel Lecture by Shinya 

Yamanaka.(2012.12.7) 

・ 発症の仕組みや治療法が全くわからなかった不治の病に一筋の光。iPS 細胞が貢献し始め

る！ ガスメディキーナ vol.17 4-6(2012.10.31) 

・ 患者由来 iPS 細胞で ALS 病態解明・治療薬シーズを発見. JST 2012～2013 概要 科学技術

イノベーション創出に向けて page 6（2012.10） 

・ iPS 細胞を使って難病 ALS に対する治療薬シーズ（種）を発見. CiRA Newsletter October 

2012 vol. 11 page 2-3(2012.10) 

・ 患者由来の iPS 細胞により ALS の病態を明らかに ALS 治療薬開発のためのシーズ発見

も.JST NEWS page15 (2012.10.1) 

・ Patient-Derived iPSC for ALS Drug Screening. RESEARCH ALS TODAY Volume 11 

FALL2012 (2012) 

・ Disease-specific iPS cells. NATURE GENETICS RESEARCH HIGHLIGHTS Volume 

44 Number 9 page967 (2012.9) 

・ 徳田理事長が山中・京大 iPS 細胞研究所長と面談 再生医療の実現化へ向けて 徳洲会グル

ープが全面協力 徳洲新聞ニュースダイジェスト NO.842 (2012.9.10) 

・ 特集--ニュース解剖、本日のテーマ、iPS が変える医療(日経の読み方). 日本経済新聞 朝刊 



page27 (2012.9.3) 

・ iPS: ready, set, screen? ALS Therapy Development Institute（net）（2012.8.31） 

・ 特許ウォーズⅣ チーム山中の奮闘 係争どう回避する「圧倒的な技術力」武器に. 産経新聞 

朝刊 page 1（2012.8.29） 

・ 経営ひと言/京大 iPS 細胞研究所・井上治久准教授「なお課題山積」 日刊工業新聞 page 18

（2012.8.24） 

・  Induced pluripotent stem (iPS) cell–derived motor neurons from patients with 

familial amyotrophic lateral sclerosis (ALS) for in vitro therapeutic screening. 

Nature.com, Distillery:Techniques-Disease modelsSciBX 5(33); 

doi:10.1038/scibx.2012.881 (2012.8.23) 

・ iPSC Disease Models Up and Coming for AD, Down’s, ALS.Alzforum Print News 

ALZHEIMER RESEARCH FORUM NETWORKING FOR A CURE.（2012.8.15） 

・ ALS-בשרות המחקר המדעי – תרופה פוטנציאלית ל (iPS) תאי גזע מושרים Hayadan（net）

（2012.8.12） 

・ Científicos japoneses logran avance en tratamiento del ELA con células madre. emol.

（net）（2012.8.4） 

・ 中日春秋. 中日新聞 朝刊 page 1 (2012.8.3) 

・ Scientists use iPS cells to pave way for finding ALS therapy. The Asahi Shinbun（net）

（2012.8.3） 

・ Anacardic acid can rescue some ALS phenotypes in vitro. NEWS MEDICAL（net）

（2012.8.3） 

・ 難病 ALS 治療に道 京大、iPS で薬候補発見. 日本経済新聞 朝刊 page 1（2012.8.2） 

・ 応用の本命分野で成果 iPS 細胞で難病克服へ 再生医療、早期実用化カギ. 日本経済新聞 

朝刊 page 3 （2012.8.2） 

・ 京大 ALS 患者から iPS 細胞 運動神経作り異常解明. 日経産業新聞 page 11（2012.8.2） 

・ 京大 ALS の病態解明へ 患者由来 iPS でモデル. 日刊工業新聞 page 23(2012.8.2) 

・ 神経異常の改善  iPS 細胞で確認 ALS 治療に光  京大准教授ら発表. 毎日新聞 朝刊 

page 4（2012.8.2） 

・ 京大研など ALS 治療薬の候補物質 患者 iPS 細胞から発見. 産経新聞  朝刊 page 1

（2012.8.2） 

・ 難病「ALS」に有効物質 患者の iPS 細胞使い発見 京大、新薬開発へ一歩.  産経新聞 東

京朝刊 page 26（2012.8.2） 

・ iPS 使い ALS 新薬 京大グループ 有効な物質特定 難病研究進化を発見. 読売新聞 page 

1（2012.8.2） 

・  京大グループ  iPS 使い ALS 抑制 新薬候補物質を発見 . 読売新聞 朝刊 page 1

（2012.8.2） 

・ iPS 細胞から ALS 薬の候補 京大チームが発見. 朝日新聞 朝刊 page 33（2012.8.2） 



・ 京大など iPS 細胞応用  ALS に治療薬候補 神経修復 物質を発見. 京都新聞 朝刊 page 

1（2012.8.2） 

・ ALS 治療薬候補物質発見 iPS 利点生かす 京都新聞 朝刊 page 2（2012.8.2） 

・ 京大チーム ALS 治療薬の素材発見 患者の iPS 細胞使う 東京新聞 page 3（2012.8.2） 

・ 患者の iPS 細胞活用 ALS に効く物質発見 京大など難病治療へ前進. 中日新聞 page 1

（2012.8.2） 

・ 患者さん由来 iPS 細胞で ALS 病態解明・治療薬シーズを発見. 京都大学 iPS 細胞研究所

（CiRA）、科学技術振興機構（JST）共同発表（2012.8.2） 

・ ALS メカニズム  iPS で一部解明. NHK NEWS（net）（2012.8.2） 

・ 京都大学、iPS 細胞で ALS 治療薬をスクリーニング、細胞株の個性に注意.  日経バイオテク

ONLINE（net）（2012.8.2） 

・ ALS の病態一端解明=患者の iPS 細胞で-京大. 時事ﾄﾞｯﾄｺﾑ(net)(2012.8.2) 

・ ALS に治療薬候補 京大など iPS 細胞応用印刷用画面を開く. 京都新聞(net)(2012.8.2) 

・ ALS 治療に有効物質 iPS 細胞使い発見. 47NEWS(net)(2012.8.2) 

・ 京大と JST､ALS 患者からの iPS 細胞を用いて ALS 用新規治療薬のｼｰｽﾞを発見. ﾏｲﾅﾋﾞﾆｭｰ

ｽ(net)(2012.8.2) 

・ ALS 患者から iPS 細胞､新薬候補を発見. ﾏｲﾅﾋﾞﾆｭｰｽ(net)(2012.8.2) 

・ iPS 細胞:ALS 治療に道 京大研究所が発表. 毎日 jp(net)(2012.8.2) 

・ iPS 使 い ALS 抑 制  新 薬 候 補 物 質 発 見 … 京 大 . YOMIURI ONLINE Yomi 

Dr.(net)(2012.8.2) 

・ 京 大 ､ ALS の 病 態 解 明 へ - 患 者 由 来 iPS で ﾓ ﾃ ﾞ ﾙ . 日 刊 工 業 新 聞  Business 

Line(net)(2012.8.2) 

・ ALS 治療に有効物質 iPS 細胞使い 京大ﾁｰﾑ発見 新薬開発へ一歩. WORD BOX THE 

NISHINIPPON WEB(net)(2012.8.2) 

・ A drug-screening platform for ALS. Medical Xpress（net）（2012.8.2） 

・ A drug-screening platform for ALS. Science Codex（net）（2012.8.2） 

・ Científicos japoneses logran avance en tratamiento la esclerosis lateral amiotrófica. 

Rosario3（net）（2012.8.2） 

・ 日 연구팀, 근육병 치료약 물질 발견. KYODO NEWS（net）(2012.8.2) 

・ 脳神経細胞内に毒性物質 孤発性アルツハイマー. 47NEWS(net)(2012.8.2) 

・ A drug-screening platform for ALS. EurekAlert!（net）（2012.8.1） 

・ Anacardic Acid Found to Rescue Certain ALS Abnormalities in Experimental Drug 

Screening Assay Using Motor Neurons from ALS Patient-Specific iPSCs. Science 

Daily（net）（2012.8.1） 
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